
本
庄
市

●一般会計等 ①
実
質
赤
字
比
率

黒字

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

黒字

③
実
質
公
債
費
比
率

13.5％

④
将

来

負

担

比

率

74.9％
・一般会計
・住宅資金貸付事業特別会計
・小島西土地区画整理事業特別会計
・児玉南土地区画整理事業特別会計
■公営事業会計
・国民健康保険特別会計
・老人保健特別会計
・介護保険特別会計
・後期高齢者医療特別会計
うち公営企業会計

黒字・水道事業会計
・公共下水道事業特別会計
・農業集落排水事業特別会計

一部事務組合・広域連合 　　⑤資金不足比率
・児玉郡市広域市町村圏組合
・本庄上里学校給食組合　など

地方公社・第三セクター
・本庄市土地開発公社

資金不足比率(％) 水道事業会計 公共下水道事業特別会計 農業集落排水事業特別会計
⑤資金不足比率 黒字 黒字 黒字
経営健全化基準 20 20 20

健全化判断比率(％) ①実質赤字比率 ②連結実質赤字比率 ③実質公債費比率 ④将来負担比率
本庄市の指標 黒字 黒字 13.5   74.9
早期健全化基準 12.67 17.67 25.0 350.0
財政再生基準※ 20.00 35.00 35.0
※財政再生基準を上回ると、国などの関与で財政の建て直しを図ることになります。
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　イメージしにくい市の財政状況を分かりやすくするために、平成22年度一般会計決算を
１か月の収入が40万円の家計にたとえてみました。
　※１か月の収入金額40万円は、総務省統計局の統計資料を参考にしたものです。
１か月あたりの収入（主な収入項目） １か月あたりの支出（主な支出項目）

給料
（市税）
雑収入［パートなど］

（使用料・寄附金など）
貯金の取り崩し

（基金繰入金）
前月からの繰越金

（繰越金）
親や親戚からの援助

（地方交付税・補助金など）
新たな借入金

（市債）

収入合計

149,379円

20,932円

1,781円

26,437円

161,216円

40,255円

400,000円

食費
（人件費）
医療費

（扶助費）
ローンの返済

（公債費）
家の増改築費

（普通建設事業費）
子どもへの仕送り

（特別会計繰出金）
貯金

（基金積立金）
光熱水費・日用品費・車等維持費・その他経費

（物件費・補助費等・維持補修費など）
来月への繰越金

（繰越金）

支出合計

57,759円

81,977円

30,229円

51,431円

47,770円

15,069円

84,653円

31,112円

400,000円

本庄市の財政状況を家計にたとえてみました！

市財政の健全化指標を公表します
　平成 22 年度決算に係る本庄市の健全化判断比率（①実質赤字比率、②連結実質赤字比率、③実質公債費比率、
④将来負担比率）及び⑤公営企業における資金不足比率を公表します。
　本庄市の健全化判断比率は、「早期健全化基準」や「財政再生基準」には該当しませんでした。実質赤字比率、
連結実質赤字比率は、昨年に引き続き黒字であり、実質公債費比率では 0.6 ポイント、将来負担比率は 27.4 ポ
イント、昨年に比べ改善しています。また、公営企業も黒字のため、資金不足比率はありません。



5 平成23年12月１日号

　
11
月
21
日
に
市
役
所
大
会
議
室

で
、
市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

み
な
さ
ん
に
市
長
が
表
彰
状
を
手

渡
し
ま
し
た
。

表
彰
者
一
覧

（
敬
称
略
・
表
彰
名
簿
順
）

自
治
功
労

　
飯
塚　
俊
彦
（
小
島
南
２
）

　
岩
﨑　
信
裕
（
銀
座
２
）

　
内
山　
正
太
郎
（
千
代
田
１
）

環
境
衛
生
功
労

　
岸
野　
勲
夫
（
小
島
南
３
）

　
小
林　
豊
弘
（
銀
座
１
）

　
作
美　
光
久
（
児
玉
町
児
玉
）

　
須
藤　
章
（
柏
１
）

　
関
根　
勇
（
小
島
南
２
）

　
田
島　
勇
寿
（
児
玉
町
児
玉
）

　
森　
敎
一
（
日
の
出
１
）

交
通
安
全
功
労

　
井
上　
輝
代
美（
児
玉
町
児
玉
）

　
卜
部　
孝
男
（
沼
和
田
）

　
侭
田　
豊
吉
（
緑
３
）

消
防
防
災
功
労

　
石
森　
照
男
（
児
玉
町
稲
沢
）

　
設
樂　
照
美
（
児
玉
町
太
駄
）

　
中
里　
勝
彦
（
児
玉
町
太
駄
）

　
丸
山　
克
也
（
児
玉
町
金
屋
）

社
会
福
祉
功
労

　
河
田　
重
次
（
東
台
２
）

　
小
林　
ト
ヨ
子
（
西
富
田
）

　
中
野　
英
枝
（
久
々
宇
）

　
青
木　
三
重
子
（
若
泉
２
）

　
赤
沼　
文
子
（
上
里
町
）

　
飯
塚　
明
男
（
千
代
田
２
）

　
岡
芹　
正
美
（
緑
１
）

　
木
村　
臣
良
（
児
玉
町
児
玉
）

　
倉
林　
昭
美
（
児
玉
町
金
屋
）

　
清
水　
由
紀
夫
（
前
原
１
）

　
妹
尾　
英
男
（
伊
勢
崎
市
）

　
髙
橋　
茂
雄
（
駅
南
１
）

　
恒
屋　
昌
一
（
小
島
南
３
）

　
富
沢　
峰
雄
（
中
央
１
）

　
横
田　
清
二
（
若
泉
３
）

　
株
式
会
社
シ
ェ
リ
エ
（
児
玉
町

　
秋
山
）

教
育
文
化
功
労

　
松
浦　
紀
子
（
日
の
出
１
）

　
長
谷
川　
典
明
（
児
玉
町
八
幡

　
山
）

産
業
功
労

　
田
端　
講
一
（
児
玉
町
高
柳
）

　
永
尾　
勇
三
郎（
児
玉
町
児
玉
）

　
長
沼　
英
一
（
沼
和
田
）

市
の
公
益
功
労

　
佐
野　
テ
ル
子
（
小
島
南
３
）

　
春
山　
陽
太
郎
（
け
や
木
１
）

　
赤
城
乳
業
株
式
会
社（
深
谷
市
）

特
別
功
労

　
平　
真
由
香
（
日
の
出
３
）

叙
勲
に
各
氏

　
11
月
１
日
付
で
発
令
さ
れ
た
高

齢
者
叙
勲
、
11
月
３
日
付
発
令
の

秋
の
叙
勲
及
び
危
険
業
務
従
事
者

叙
勲
で
は
、
市
内
の
各
７
氏
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

【
叙
勲
】

▽
旭
日
双
光
章（
地
方
自
治
功
労
）

【
高
齢
者
叙
勲
】

▽
瑞
宝
双
光
章

【
叙
勲
】

▽
瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

▽
瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

【
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
】

▽
瑞
宝
双
光
章
（
警
察
功
労
）

▽
瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

　
市
で
は
、
市
民
の
生
活
・
文
化

の
向
上
や
社
会
福
祉
の
増
進
な
ど
、

市
政
に
対
し
て
特
に
功
労
が
あ
り
、

他
の
模
範
と
な
る
人
を
表
彰
し
て

い
ま
す
。

︱
市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
42
個
人
・
団
体
を
表
彰
︱

平
成
23
年
度
市
政
功
労
者
表
彰
式

齊藤 　弘 氏
（牧　西）

鬼澤 親仁男 氏
（千代田４）

内田 武司 氏
（今　井）

上前田 徹郎 氏
（児玉町児玉）

市川 俊男 氏
（駅南１）

村田 英夫 氏
（栄　２）

田島 秋雄 氏
（児玉町宮内）


